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日
誌
よ
り
生
物
季
節
記
録
の
意
味
を
考
え
る

	

―	

二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
一
八
年
、
京
都
の
生
き
物
歳
時
記	

―

髙
梨	
武
彦

一
九
七
八
年
か
ら
一
九
八
二
年
に
か
け
て
京
都
・
大
阪
で
過
ご
し
、
そ
し
て
再
び
一
九
九
六

年
か
ら
二
〇
一
八
年
現
在
ま
で
京
都
で
過
ご
し
て
い
る
。
そ
の
間
、
随
分
と
自
然
環
境
は
変

動
し
た
よ
う
に
感
じ
る
。
富
に
気
象
と
生
き
物
の
動
態
に
ま
つ
わ
る
変
化
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
連
年
連
日
、
業
務
日
誌
に
生
き
物
に
関
わ
る
現
象
を
メ
モ
し
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
、
何

か
こ
れ
ま
で
と
変
わ
っ
た
と
い
う
感
覚
的
記
述
で
は
な
く
、
確
認
さ
れ
た
日
付
と
そ
の
現
象

を
整
理
し
、
い
か
に
京
都
の
自
然
環
境
な
か
で
も
四
季
と
連
動
し
て
い
る
生
き
物
の
出
現
や

変
化
い
わ
ゆ
る
生
物
季
節
の
変
化
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
十
九
年
間
の
業

務
日
誌
の
メ
モ
か
ら
た
ど
っ
て
み
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
こ
と
で
何
か
判
明
す
る
事
象
が
あ

る
も
の
な
の
か
、
さ
て
ま
た
今
後
の
自
然
環
境
の
変
動
に
か
か
わ
っ
て
、
た
と
え
ば
植
物
の

開
花
予
測
や
ツ
バ
メ
の
飛
来
時
期
の
予
測
な
ど
に
む
す
び
つ
く
も
の
な
の
か
な
ど
記
録
を
整

理
し
思
案
し
た
。

一
九
八
〇
年
代
か
ら
業
務
日
誌
を
つ
け
て
い
る
。
そ
こ
に
は
当
日
の
業
務
と
あ
わ
せ
気
の
つ

い
た
生
き
物
の
動
き
も
記
し
て
き
て
い
る
。
た
だ
五
回
の
引
っ
越
し
も
あ
っ
て
業
務
日
誌
の
保

管
場
所
が
分
か
ら
な
か
っ
た
事
情
か
ら
記
録
が
確
認
で
き
た
一
九
九
三
年
か
ら
一
九
九
六
年

（
横
浜
時
代
）
そ
し
て
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
一
八
年
（
京
都
時
代
）
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
二
〇
一
三

年
に
は
通
勤
利
用
駅
の
変
更
が
あ
り
生
き
物
と
の
出
会
い
と
な
る
通
勤
ル
ー
ト
と
散
歩
コ
ー

ス
の
変
更
が
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
植
物
は
生
息
環
境
の
違
い
に
よ
っ
て
、
た
と
え

ば
山
裾
な
の
か
田
畑
な
の
か
あ
る
い
は
住
宅
地
な
の
か
、
そ
こ
に
生
育
し
現
れ
観
察
さ
れ
る

種
類
が
違
っ
て
き
て
い
た
。
そ
ん
な
物
理
的
な
こ
と
も
影
響
し
て
か
、
生
育
地
が
限
定
さ
れ

記
録
回
数
が
数
回
し
か
な
い
種
類
も
あ
っ
た
り
、
記
録
さ
れ
て
い
た
生
き
物
の
種
数
に
幅
が

出
た
り
、
そ
し
て
記
録
年
の
違
い
と
な
っ
た
り
し
て
現
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
か
ら
二
〇
一
八
年
六
月
ま
で
の
十
九
年
間
の
京
都
時
代
の
業

務
日
誌
を
今
回
の
調
査
報
告
対
象
と
し
た
。
記
録
場
所
は
で
き
る
限
り
特
定
の
場
所
（
固
定
）

で
特
定
の
生
き
物
を
見
る
よ
う
に
し
て
き
た
。
そ
れ
は
あ
る
時
期
に
な
る
と
そ
の
場
所
に
特

定
の
生
き
物
の
出
現
が
期
待
（
予
見
）
さ
れ
る
か
ら
で
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
は

嵐
山
（
西
京
区
）
の
大
悲
閣
の
南
斜
面
、
エ
ノ
キ
は
阪
急
電
鉄
の
西
山
天
王
山
駅
近
く
、
ユ
リ

カ
モ
メ
（
ミ
ヤ
コ
ド
リ
と
呼
ば
れ
て
い
る
）
と
ツ
バ
メ
そ
し
て
シ
ダ
レ
ヤ
ナ
ギ
は
鴨
川
の
出
町
柳
、
コ

ジ
イ
は
東
山
の
南
禅
寺
周
辺
、
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
と
セ
ン
ダ
ン
は
長
岡
天
満
宮
、
ウ
ワ
ミ
ズ

ザ
ク
ラ
と
ク
ロ
バ
イ
そ
し
て
ハ
ル
ゼ
ミ
や
ヒ
グ
ラ
シ
は
京
都
造
形
芸
術
大
学
の
森
林
、
ヒ
ガ

ン
バ
ナ
そ
し
て
ホ
タ
ル
（
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
）・
ア
マ
ガ
エ
ル
・
モ
ズ
は
長
岡
京
市
の
小
泉
川
と
そ

の
ま
わ
り
の
水
田
、
ク
マ
ゼ
ミ
は
大
山
崎
町
円
明
寺
の
自
宅
近
辺
な
ど
と
定
ま
っ
た
範
囲
で

の
観
察
記
録
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
は
便
宜
上
、
京
都
市
・
長
岡
京
市
・
大
山
崎
町
で
の
記

録
日
を
ま
と
め
て
表
す
こ
と
と
し
た
。
さ
ら
に
、
記
録
回
数
五
回
以
上
の
種
を
対
象
と
す
る

こ
と
と
し
、
生
き
物
の
動
態
を
振
り
返
り
そ
こ
か
ら
身
近
な
自
然
環
境
の
経
年
変
化
を
捉
え

る
こ
と
と
し
た
。

本
論
に
入
る
前
に
、
生
物
季
節
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

生
物
季
節
の
先
駆
的
研
究
者
の
一
人
に
中
原
孫
吉
が
い
る
。
中
原
は
一
九
四
二
年
に
『
日

本
の
動
物
季
節
』
を
著
し
（1）
、
後
に
生
物
季
節
研
究
を
博
士
論
文
と
し
て
ま
と
め
千
葉
大
学

に
提
出
し
て
い
る
（2）
。
そ
の
要
点
を
以
下
記
し
て
み
る
。

　
季
節
を
研
究
す
る
の
が
季
節
学
で
あ
っ
て
、
そ
の
学
問
の
特
性
上
気
候
学
の
一
分
科

と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。（
中
略
）。
取
り
わ
け
動
物
と
か
、
植
物
な
ど
の
生
物
界
に
季
節

的
に
起
る
現
象
が
主
な
対
象
と
さ
れ
、
生
物
季
節
現
象
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
。（
中
略
）。

生
物
季
節
現
象
は
筆
者
の
研
究
調
査
の
結
果
、（
中
略
）
最
も
影
響
力
の
強
い
も
の
は
温

度
で
あ
ろ
う
（
P
一
〜
三
）。

　
わ
が
国
の
生
物
季
節
の
観
測
は
、
古
く
は
明
治
十
三
年
七
月
刊
行
さ
れ
た
気
象
観

測
法
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
内
容
は
一
八
七
二
年
刊
行
のSm

ithsonian 
M

iscellaneous collection 

の
観
測
項
目
の
翻
訳
に
由
来
し
て
い
る
。
明
治
十
九
年
に
な

り
、
内
務
省
地
理
局
東
京
気
象
台
に
よ
り
気
象
観
測
法
が
正
式
に
規
定
さ
れ
た
が
、
こ

の
中
に
動
物
報
告
や
植
物
報
告
と
し
て
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
後
、
大
き
い
変
遷
は

な
い
が
、
こ
れ
が
生
物
季
節
観
測
法
の
基
準
と
な
り
、（
中
略
）。
昭
和
二
十
八
年
一
月
に

生
物
季
節
観
測
法
の
大
改
正
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
し
て
生
活
季
節
や
農
事
季
節
が
追
加

さ
れ
観
測
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
P
九
）。

　
生
活
季
節
と
し
て
、
夏
の
服
装
、
冬
の
服
装
、
か
や
、
火
鉢
、
こ
た
つ
、
手
袋
、
外
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1 -5.

生
物
季
節
観
測
を
行
う
場
所
及
び
観
測
用
標
本
：

1 -5.1.

生
物
季
節
観
測
の
基
礎
：
一
定
の
方
法
で
、
植
物
季
節
観
測
に
つ
い
て
は
同
一

個
体
を
、
動
物
季
節
観
測
に
つ
い
て
は
で
き
る
だ
け
同
じ
場
所
で
観
測
す
る
よ
う
に

し
、（
中
略
）、
で
き
る
だ
け
自
然
の
状
態
に
お
か
れ
て
い
る
生
物
を
対
象
と
し
、
人
手

を
特
別
に
加
え
た
も
の
、
例
え
ば
盆
栽
、
鉢
植
え
、
温
室
な
ど
の
栽
培
植
物
、
飼
育

さ
れ
て
い
る
動
物
な
ど
は
観
測
の
対
象
と
し
な
い
。

第
２
章
生
物
季
節
現
象
の
観
測
法

2.1.

植
物
季
節
現
象
の
観
測
法
：
対
象
と
す
る
植
物
の
花
が
数
輪
以
上
開
い
た
状
態
と

な
っ
た
と
き
を
開
花
と
い
い
、
咲
き
揃
っ
た
と
き
の
約
80
％
以
上
が
咲
い
た
状
態
を

満
開
と
い
う
。

2.2.

動
物
季
節
現
象
の
観
測
法
：
対
象
と
す
る
動
物
の
姿
を
初
め
て
見
た
日
を
、
そ
の

動
物
の
初
見
日
と
す
る
。
対
象
と
す
る
動
物
の
鳴
き
声
を
初
め
て
聞
い
た
日
を
、
そ

の
動
物
の
初
鳴
日
と
す
る
（
P
一
〜
十
）。

こ
の
よ
う
に
、
気
象
官
署
が
行
う
生
物
季
節
観
測
は
規
定
さ
れ
た
観
測
指
針
に
よ
っ
て
行

わ
れ
て
い
る
。

と
う
、
ス
ト
ー
ブ
、
水
泳
を
挙
げ
て
い
る
（
P
十
一
〜
十
三
）。

中
原
は
こ
の
よ
う
に
生
物
季
節
の
実
務
的
取
り
扱
い
か
ら
研
究
に
い
た
る
ま
で
初
期
の
研

究
対
応
に
つ
い
て
詳
細
に
論
考
し
た
。

こ
れ
ま
で
連
年
の
生
き
物
の
動
態
は
農
作
業
の
開
始
の
目
安
と
さ
れ
重
要
な
指
標
と
な
り

農
事
暦
と
し
て
記
録
さ
れ
て
き
た
。
農
事
暦
は
近
代
と
な
っ
て
か
ら
生
物
季
節
と
し
て
認
識

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
気
象
庁
に
よ
っ
て
明
確
に
規
定
さ
れ
、
広
く
自
然
環
境
の
動
態
を
知
る

手
掛
か
り
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
　

中
原
が
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
現
在
の
生
物
季
節
は
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
に
『
生
物
季

節
観
測
指
針
』
が
制
定
さ
れ
、
こ
れ
に
の
っ
と
り
観
測
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
八
五

（
昭
和
六
十
）
年
刊
行
の
気
象
庁
編
『
生
物
季
節
観
測
指
針
』
第
３
版
に
し
た
が
い
、
生
物
季
節

の
観
測
事
項
の
要
点
を
以
下
に
記
す
（3）
。

第
１
章
総
説

1 -1.

生
物
季
節
観
測
の
目
的
：
気
象
官
署
で
行
う
生
物
季
節
観
測
は
、
植
物
及
び
動
物

の
状
態
が
季
節
に
よ
っ
て
変
化
す
る
現
象
に
つ
い
て
行
う
観
測
を
い
い
、
そ
の
目
的

は
生
物
に
及
ぼ
す
気
象
の
影
響
を
知
る
と
と
も
に
、
そ
の
観
測
結
果
か
ら
季
節
の
遅

れ
や
進
み
や
、
気
候
の
違
い
な
ど
総
合
的
な
気
象
状
況
の
推
移
を
知
る
こ
と
に
あ
る
。

1 -2.

生
物
季
節
観
測
の
方
法
：
目
視
ま
た
は
聴
覚
に
よ
っ
て
行
い
、
観
測
は
す
べ
て
日

を
単
位
と
し
て
行
う
。

1 -3.

生
物
季
節
観
測
の
種
類
：
生
物
季
節
（Phenology

）
観
測
は
、
そ
の
対
象
と
な
る
生

物
に
よ
り
植
物
季
節
（Plant phenology

）
観
測
と
動
物
季
節
（A

nim
al phenology

）
観
測
に

分
け
る
。

1 -4.

生
物
季
節
観
測
の
対
象
：

1 -4.1.

植
物
季
節
観
測
と
し
て
観
測
す
る
生
物
季
節
現
象
は
、
植
物
の
発
芽
、
開
花
、
満

開
、
紅
（
黄
）
葉
、
落
葉
及
び
そ
れ
ら
の
不
時
現
象
で
あ
る
。

　
動
物
季
節
観
測
と
し
て
観
測
す
る
生
物
季
節
現
象
は
、
動
物
の
初
見
ま
た
は
初
鳴
及

び
そ
れ
ら
の
不
時
現
象
で
あ
る
。

1 -4.2.

観
測
種
目
：
指
定
さ
れ
た
す
べ
て
の
気
象
官
署
が
観
測
す
る
規
定
種
目
（
表
１
）

と
、
各
気
象
官
署
が
そ
の
種
目
を
選
定
し
て
観
測
す
る
選
択
種
目
（
表
２
）
と
に
大
別

す
る
。

表1　指定種目の対象生物季節現象
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み
る
と
、
気
象
庁
が
観
測
種
目
と
し
指
定
種
目
と
な
っ
て
い
た
の
は
植
物
で
は
サ
ク
ラ
（
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
）、
動
物
で
は
ウ
グ
イ
ス
・
ツ
バ
メ
・
ホ
タ
ル
・
ヒ
グ
ラ
シ
・
モ
ズ
で
あ
っ
た
。
選
択

種
目
で
は
植
物
の
シ
ダ
レ
ヤ
ナ
ギ
・
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
、
動
物
の
ア
マ
ガ
エ
ル
・
ハ
ル
ゼ
ミ
で
あ

っ
た
。

デ
ー
タ
の
整
理
は
中
原
に
な
ら
っ
て
記
録
日
を
通
日
（D

O
Y:D

ay of Year

＝
1
月
1
日
よ
り
起
算
し

て
ゆ
く
日
数
。
例
え
ば
、
四
月
一
日
はD

O
Y91

と
な
る
）
へ
と
変
換
し
て
生
物
季
節
暦
（
表
3
）
の
作
成
を

行
い
集
計
す
る
こ
と
と
し
た
。

植
物
そ
し
て
動
物
（
昆
虫
・
鳥
類
・
両
生
類
）
そ
れ
ぞ
れ
の
出
現
記
録
日
か
ら
、
表
３
の
生
物
季

節
暦
（
通
日
）
は
月
別
に
グ
ル
ー
プ
化
で
き
る
こ
と
が
読
み
と
ら
れ
た
。
　

そ
れ
は
、
植
物
は
1
‐
2
月
タ
イ
プ
（
図
1
）・
3
‐
4
月
タ
イ
プ
（
図
3
）・
9
‐
11
月
タ

イ
プ
（
図
4
）
と
呼
べ
る
区
分
に
大
別
さ
れ
、
昆
虫
は
4
‐
8
月
タ
イ
プ
（
図
5
）
に
、
両
生
類

の
ア
マ
ガ
エ
ル
は
5
月
タ
イ
プ
（
図
6
）
に
、
鳥
類
は
2
‐
3
月
タ
イ
プ
・
9
‐
11
月
タ
イ
プ

（
図
6
）
と
呼
べ
る
区
分
で
あ
る
。
ま
さ
に
生
物
季
節
の
名
称
た
る
所
以
を
実
感
し
た
。

植
物
別
・
動
物
別
に
生
物
季
節
暦
の
観
察
年
と
通
日
と
を
集
計
ソ
フ
ト
の
エ
ク
セ
ル
に
て

グ
ラ
フ
化
し
（
参
考
と
し
て
種
別
に
近
似
曲
線
を
併
記
）、
十
九
年
間
の
傾
向
を
読
み
解
く
こ
と
と
し

た
。

こ
こ
こ
に
論
者
の
観
察
に
つ
い
て
明
示
す
る
。

観
察
場
所
は
論
者
の
住
む
京
都
府
乙
訓
郡
大
山
崎
町
と
近
接
の
長
岡
京
市
そ
し
て
京
都
市

内
（
左
京
区
お
よ
び
西
京
区
）
で
、
通
勤
ル
ー
ト
と
散
歩
コ
ー
ス
が
観
察
地
の
主
と
な
っ
て
い
る
。

業
務
日
誌
へ
の
記
録
は
、
植
物
は
開
花
日
・
満
開
日
・
展
葉
日
・
落
葉
日
・
紅
（
黄
）
葉
日
・

実
を
食
し
た
日
が
記
さ
れ
て
い
た
。
動
物
は
初
見
日
・
初
鳴
き
日
・
記
録
終
わ
り
日
・
声
（
カ

エ
ル
合
唱
）
を
記
録
し
て
い
た
。

し
か
し
、
通
勤
駅
の
変
更
に
と
も
な
う
通
勤
路
す
な
わ
ち
観
察
場
所
の
変
更
も
あ
っ
た
。

か
つ
出
張
な
ど
数
日
の
間
が
開
花
日
や
満
開
日
あ
る
い
は
初
鳴
き
日
・
初
見
日
な
ど
と
な
っ

て
い
た
場
合
は
記
録
日
の
ズ
レ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
以
下

論
述
し
て
ゆ
く
内
容
は
け
っ
し
て
気
象
官
署
が
観
測
指
針
に
よ
り
行
う
生
物
季
節
観
測
規
定

に
の
っ
と
っ
た
観
測
で
は
な
く
、
歳
時
記
的
な
生
き
物
観
察
記
録
報
告
と
受
け
と
め
ら
れ
て

よ
く
、
こ
の
よ
う
な
事
情
を
含
ん
だ
十
九
年
間
に
渡
る
記
録
か
ら
気
象
状
況
の
変
動
を
感
じ
、

そ
れ
に
と
も
な
う
生
き
物
の
動
態
概
況
の
報
告
で
あ
る
。

本
稿
で
考
察
の
対
象
と
し
た
生
き
物
は
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
か
ら
二
〇
一
八
年
六
月
ま
で

の
十
九
年
の
間
で
五
年
（
五
回
）
以
上
の
頻
度
で
記
録
さ
れ
て
い
た
生
き
物
と
し
、
木
本
二
十

種
（
自
生
種
十
種
・
園
芸
種
十
種
）、
草
本
二
種
（
自
生
種
二
種
・
園
芸
種
な
し
）、
動
物
は
昆
虫
四
種
・
鳥

類
四
種
・
両
生
類
一
種
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
植
物
は
開
花
日
・
満
開
日
・
展
葉
日
を
、
動

物
は
初
見
日
・
初
鳴
き
日
（
カ
エ
ル
は
合
唱
）
の
記
録
日
を
対
象
と
し
た
。
対
象
と
な
っ
た
種
を

表2　選択種目の対象生物季節現象
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通日（DOY）＝1月1日より起算してゆく日数。

	植物	／	年代 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

マンサク 満開 56 44 41 47 57 34 60

スギ花粉　ピーク 59 52 65 45 72 61 46 69 65 58 54 63 61 54

シダレヤナギ　開花 75 81 73 60 67 75 76

サンシュユ 満開 75 73 71 60 62 63 65

ヤマザクラ　満開 81 94 86 90 90 87

ケヤキ　展葉 92 93 94 96 102 86 84 98 101 103 87 98 98

ソメイヨシノ　満開 100 97 90 99 94 91 95 96 99 89 90 95 98 96

ボタンザクラ　満開 103 104 112 103 116 113

ハナズオウ　満開 101 102 102 92 99 101 82 87

エノキ　展葉 93 116 96 116 104 98 114 95 93 117 88

キリシマツツジ　満開 105 116 109 113 114 118 113 118 108

ウワミズザクラ　満開 110 116 108 108 104 111 99

センダン　満開 129 111 122 139 137 144 141 140 142 144 128

クロバイ　満開 119 129 127 135 117 127

コジイ　満開 122 126 137 128 137 133 131 133 127 125 128 127

ヒガンバナ　開花 265 263 251 257 266 261

キンモクセイ　香る 274 281 280 249 283 283 277 267 263 246 265

ホトケノザ　開花 306 336 322 308 321 312 314 299 310

昆虫	

ホタル　初見 144 159 161 144 165 140 164 148 153 166 158 143 145 152

ハルゼミ　初鳴き 157 144 144 138 139 145 128 128 144 117 131

クマゼミ　初鳴き 182 193 206 192 195 192 200 190 191 179 187

ヒグラシ　初鳴き 196 196 200 188 197

鳥類

ウグイス　初鳴き 50 83 85 22 49 85 71 68 57 59 67 59 83

ツバメ　初見 70 55 75 82 78 88 58 80 69 76 87 78 87 83 81 74 88

モズ　初見 276 324 267 276 275

ユリカモメ（ミヤコドリ）　初見 334 325 338 331 334 323 324 329 337 335 343

両生類

アマガエル　合唱 137 147 145 133 140 164 145 136

表3　大山崎町・長岡京市・京都市内（左京区および西京区）における生物季節暦（通日）
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[2] 

植
物
3
‐
4
月
タ
イ
プ
（
図
3
）

開
花
・
満
開
に
変
化
が
読
み
取
ら
れ
た
の
は
満
開
時
期
が
や
や
遅
く
な
っ
た
セ
ン
ダ
ン
の

通
日
較
差
33
（

111
〜

144
）
と
ボ
タ
ン
ザ
ク
ラ
同
13
（

103
〜

116
）
で
あ
っ
た
。
他
の
種
の
通
日
較
差

を
記
す
と
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
13
（
81
〜
94
）、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
11
（

100
〜
89
）、
ハ
ナ
ズ
オ
ウ
20
（

102
〜

82
）、
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
13
（

105
〜

118
）、
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
17
（

116
〜
99
）、
ク
ロ
バ
イ
18
（

135
〜

117
）、

コ
ジ
イ
15
（

122
〜

137
）、
そ
し
て
ケ
ヤ
キ
展
葉
19
（
84
〜

103
）、
エ
ノ
キ
展
葉
29
（

117
〜
88
）
で
、
変

動
幅
は
10
〜
20
台
と
収
ま
っ
て
は
い
る
が
、
前
年
に
対
し
早
く
な
っ
た
り
遅
く
な
っ
た
り
と

変
化
を
示
し
て
い
る
状
況
か
ら
し
て
も
一
定
方
向
へ
の
変
動
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
れ
は
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
は
嵐
山
（
大
悲
閣
の
南
斜
面
）、
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
・
ク
ロ
バ
イ
は
京
都
造

形
芸
術
大
学
、
ハ
ナ
ズ
オ
ウ
は
同
大
学
近
辺
、
エ
ノ
キ
は
大
山
崎
町
（
西
山
天
王
山
駅
の
南
西
横
）、

ボ
タ
ン
ザ
ク
ラ
は
長
岡
京
市
図
書
館
、
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
は
長
岡
天
満
宮
、
コ
ジ
イ
は
東
山

の
南
禅
寺
当
た
り
と
し
た
定
点
で
の
記
録
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
開
花
・
満
開
が
早
ま
っ
て
い

る
と
い
っ
た
変
化
は
読
み
取
れ
な
い
と
言
え
る
。

開
花
・
満
開
が
早
ま
っ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
る
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
に
つ
い
て
み
る
と
、
通
日

値
の
較
差
が
11
（

100
‐
89
）
と
小
さ
い
う
え
に
通
日
値
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
早
ま

っ
て
い
る
傾
向
が
読
み
取
ら
れ
る
。
し
か
し
、
中
原
が
一
九
六
九
年
に
京
都
で
の
満
開
の
通

日
値
を
98
と
報
告
し
て
い
る
こ
と
（5）
（
巻
末
の
表
4
参
照
）
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
一
概
に
早
ま

っ
て
い
る
と
読
み
取
る
こ
と
は
即
断
で
き
な
い
。
た
だ
、
小
池
重
人
ら
は
「
開
花
日
前
の
気

温
が
開
花
し
て
か
ら
満
開
に
な
る
ま
で
の
期
間
に
影
響
す
る
こ
と
が
示
唆
し
て
い
る
。」
と
報

告
し
（6）
、
松
本
太
は
「
開
花
日
へ
の
影
響
を
与
え
る
の
は
日
平
均
気
温
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
中
略
）
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
開
花
日
の
分
布
は
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。」
と
報
告
し
て
い
る
こ
と
（7）
。
そ
し
て
、
青
野
靖
之
も
ま
た
、「
嵐
山
と
京
都

地
方
気
象
台
で
ほ
ぼ
同
程
度
の
都
市
温
暖
化
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。」
と
報
告
し
（8）
、
西
垣

知
恵
・
林
陽
生
も
「
春
の
平
均
気
温
が
高
か
っ
た
一
九
九
八
年
や
二
〇
〇
二
年
に
は
、
各
地

で
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
平
均
よ
り
二
週
間
以
上
早
く
開
花
し
た
。（
中
略
）。
植
物
の
開
花
・
発
芽

起
日
の
全
国
平
均
値
は
、
五
十
二
年
間
（
一
九
五
三 

〜 

二
〇
〇
四
年
）
で
約
三 

〜 

十
四
日
早
く
な

っ
た
。」
と
報
告
し
（9）
、
さ
ら
に
増
田
啓
子
ら
が
「
京
都
に
お
け
る
（
中
略
）、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

の
開
花
は
、
一
九
五
三
年
の
観
測
以
降
約
五
十
年
間
に
約
四
日
早
ま
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
約

五
十
年
間
で
１
℃
以
上
の
高
温
に
な
っ
た
こ
と
を
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
中
略
）。
京
都
市
が
（
中
略
）、
特
に
木
造
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
高
層
ビ
ル
に
代
わ
り
、
道
路
の

舗
装
、
河
川
が
地
下
水
路
へ
と
地
表
面
が
変
化
す
る
都
市
化
過
程
で
次
第
に
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

[1] 

植
物
1
‐
2
月
タ
イ
プ
（
図
1
）

あ
き
ら
か
に
満
開
が
早
ま
っ
て
い
る
と
変
化
が
認
め
ら
れ
た
の
は
サ
ン
シ
ュ
ユ
で
あ
っ
た
。

他
の
シ
ダ
レ
ヤ
ナ
ギ
開
花
・
ス
ギ
花
粉
ピ
ー
ク
・
マ
ン
サ
ク
満
開
に
つ
い
て
は
通
日
値
の
較

差
（
最
小
日
と
最
大
日
の
差
）
が
十
五
〜
二
十
四
の
幅
で
見
ら
れ
、
早
く
（
遅
く
）
な
っ
た
と
い
う
一

定
方
向
へ
の
変
化
と
呼
べ
る
よ
う
な
変
動
と
は
ま
だ
判
断
で
き
な
い
と
思
わ
れ
た
。

ス
ギ
花
粉
は
論
者
が
発
症
し
た
こ
と
に
よ
り
記
録
す
る
よ
う
に
な
っ
た
現
象
で
あ
る
が
、
今

や
国
民
病
と
い
わ
れ
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
開
花
と
同
等
ほ
ど
に
そ
の
時
期
の
直
前
に
報
道
で

取
り
あ
げ
ら
れ
（4）
、
俳
句
の
季
語
と
も
な
っ
て
い
る
。
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図1　植物1月－2月タイプ　通日グラフ
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[3] 

植
物
9
月
‐
11
月
タ
イ
プ
（
図
4
）

キ
ン
モ
ク
セ
イ
（

283
‐

246
）・
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
（

336
‐

299
）
で
通
日
較
差
が
各
37
と
二
〇
一
六
年
に

早
い
満
開
日
が
記
録
さ
れ
満
開
日
が
や
や
早
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
た
が
、
一
年

後
の
二
〇
一
七
年
に
は
通
日
値
が
キ
ン
モ
ク
セ
イ

265
・
ホ
ト
ケ
ノ
ザ

310
と
若
干
高
く
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
開
花
・
満
開
が
早
ま
っ
て
い
る
と
は
即
断
で
き
な
い
。
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
は
通
日

較
差
が
15
（

251
〜

266
）
と
狭
く
小
き
ざ
み
な
遅
速
の
変
動
で
あ
り
、
こ
の
十
九
年
間
で
み
る
限

り
大
き
な
変
動
は
読
み
取
ら
れ
な
い
。

ン
ド
現
象
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。（
中
略
）。
京
都
市
は
周
辺
（
園
部
）
と
比
べ
る
と
都
市
化
の

影
響
で
２
、３
℃
高
温
で
温
暖
化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。」
と
報
告
し
て
い
る
の
で
あ
る
（10）
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
都
市
部
で
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
開
花
・
満
開
が
早
ま
っ
て
い
る
要

因
に
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
が
あ
る
こ
と
は
留
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
か
つ
て
中
原

が
「
生
物
季
節
現
象
は
筆
者
の
研
究
調
査
の
結
果
、
最
も
影
響
力
の
強
い
も
の
は
温
度
で
あ

ろ
う
。」
と
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
（11）
、
そ
の
後
研
究
が
進
み
、
日
平
均
気
温
が
開
花
日

に
影
響
す
る
こ
と
や
都
市
の
高
温
化
（
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
）
の
影
響
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
日
本
経
済
新
聞
の
記
事
に
み
る
よ
う
に
（12）
（
図
２
）、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
開
花
・
満
開
が

都
市
部
で
早
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
の
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
今
回
の
報
告
は
、
気
象
庁
の
規
定
す
る
生
物
季
節
観
測
法
に
よ
る
観
測
と
違
い
、
通

勤
ル
ー
ト
や
散
歩
コ
ー
ス
で
の
日
々
の
観
察
が
主
で
あ
る
こ
と
に
基
因
し
、
数
日
の
変
化
と

い
っ
た
正
確
な
推
移
を
読
み
取
る
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
と
い
え
よ
う
。
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図3　植物3月－4月タイプ　通日グラフ

図2　ソメイヨシノ開花日・満開日推移	(12)



132

調査報告書［日誌より生物季節記録の意味を考える　― 二〇〇〇年から二〇一八年、京都の生き物歳時記 ―］髙梨 武彦

京都造形芸術大学 紀要［GENESIS］第22号

る
。
遊
磨
正
秀
は
ホ
タ
ル
の
生
態
（
幼
虫
の
上
陸
の
時
期
）
に
つ
い
て
、「
何
か
上
陸
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
決
め
て
い
る
要
因
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
日
長
、
水
温
、
気
温
な
ど
、
ど
れ
が
決
め
手
に

な
っ
て
い
る
の
か
は
っ
き
り
と
し
た
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。」、
そ
し
て
「
七
月
や
九
月
、
産

卵
期
や
幼
虫
が
ま
だ
小
さ
い
こ
ろ
に
大
雨
が
降
る
と
、
翌
年
の
ホ
タ
ル
の
数
が
減
少
す
る
と

い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
っ
た
。」
と
述
べ
て
い
る
（14）
。
さ
ら
に
、
遊
磨
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
個
体

が
上
陸
す
る
の
は
、
そ
の
体
サ
イ
ズ
に
見
合
っ
た
気
温
の
ご
く
限
ら
れ
た
期
間
で
あ
り
、
そ

れ
を
逃
す
と
無
理
に
ほ
か
の
時
期
に
上
陸
す
る
の
で
は
な
く
、
も
う
１
年
待
っ
て
そ
の
時
期

に
上
陸
し
よ
う
と
す
る
の
だ
ろ
う
。」
と
も
述
べ
て
い
る
（15）
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ホ
タ
ル
の
確

認
は
気
温
や
上
陸
前
の
天
候
な
ど
の
要
因
が
複
雑
に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

ハ
ル
ゼ
ミ
の
初
鳴
き
に
関
し
て
は
通
日
較
差
が
40
（

157
‐

117
）
と
や
や
幅
が
あ
り
、
一
見
出

現
が
早
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
は
す
る
が
、
二
〇
一
五
年
は
十
年
前
の
出
現
日
と
近
似
値

と
な
っ
て
お
り
即
断
は
で
き
な
い
。

6
‐
8
月
タ
イ
プ
に
は
ク
マ
ゼ
ミ
と
ヒ
グ
ラ
シ
が
区
分
さ
れ
、
ク
マ
ゼ
ミ
で
通
日
較
差
が

37
（

206
‐

179
）
と
幅
が
あ
る
も
の
の
こ
の
十
五
年
間
で
大
き
い
変
動
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
た
だ
、

沼
田
英
治
は
「
温
暖
化
に
よ
っ
て
休
眠
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
発
生
が
速
く
な
り
、
う
ま
く
梅

雨
の
時
期
に
孵
化
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
幼
虫
の
生
存
率
が
高
く
な
り
、
ク
マ
ゼ
ミ
が
増
加

し
た
の
で
し
ょ
う
。（
中
略
）。
春
の
温
度
上
昇
が
ク
マ
ゼ
ミ
に
と
っ
て
有
利
に
な
っ
た
と
結
論

し
ま
し
た
。」
と
述
べ
て
お
り
（16）
、
発
生
が
早
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

れ
は
梅
雨
の
合
間
の
晴
天
日
に
ク
マ
ゼ
ミ
の
初
鳴
き
を
観
察
し
て
い
る
こ
と
と
一
致
し
て
い

る
。ヒ

グ
ラ
シ
の
通
日
較
差
は
12
（

200
‐

188
）
と
変
動
は
小
さ
く
、
発
生
状
況
は
安
定
し
て
い
る

よ
う
に
感
じ
る
。

[4] 

昆
虫
4
‐
5
月
タ
イ
プ
・
6
‐
8
月
タ
イ
プ
（
図
5
）

4
‐
5
月
タ
イ
プ
に
ホ
タ
ル
（
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
）
と
ハ
ル
ゼ
ミ
が
、
6
‐
8
月
タ
イ
プ
に
ク
マ

ゼ
ミ
と
ヒ
グ
ラ
シ
が
区
分
さ
れ
た
。

ホ
タ
ル
は
長
岡
京
市
の
西
山
天
王
山
駅
横
を
流
れ
る
小
泉
川
で
の
観
察
、
ハ
ル
ゼ
ミ
は
京
都

造
形
芸
術
大
学
の
ア
カ
マ
ツ
林
で
の
観
察
で
あ
り
、
二
種
と
も
定
点
観
測
に
近
い
記
録
で
あ

る
。
ホ
タ
ル
は
較
差
が
26
（

140
‐

166
）
で
あ
り
、
中
原
の
一
九
六
九
年
の
報
告
（13）
（
表
４
参
照
）
で

も
京
都
の
通
日
値

162
と
記
録
し
て
い
る
こ
と
を
み
て
も
大
き
な
変
化
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
観

察
年
の
通
日
値
に
小
き
ざ
み
な
幅
の
変
動
は
あ
る
も
の
の
安
定
し
た
発
生
状
況
と
感
じ
ら
れ
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て
変
動
し
て
お
り
、
ウ
グ
イ
ス
同
様
早
ま
っ
て
い
る
と
い
っ
た
変
動
は
観
察
か
ら
は
読
み
取

ら
れ
な
い
。
吉
野
は
「
地
球
温
暖
化
の
直
接
影
響
と
間
接
影
響
の
項
で
、
ツ
バ
メ
の
渡
来
日

は
名
古
屋
で
最
近
の
五
十
二
年
間
に
約
十
九
日
早
く
な
っ
て
い
る
。」
と
報
告
し
（18）
、
西
垣
・

林
は
「
動
物
種
目
の
な
か
で
も
ツ
バ
メ
の
初
見
は
明
瞭
に
早
期
化
し
て
お
り
、
初
見
起
日
が

ほ
ぼ
六
日
早
ま
り
」
と
報
告
し
て
い
る
（19）
。
し
か
し
、
中
原
の
京
都
で
の
通
日
値
63
と
の
報

告
（20）
（
表
4
参
照
）
を
み
る
と
む
し
ろ
遅
い
年
の
記
録
が
多
い
の
で
あ
っ
て
、
大
き
な
変
化
が
あ

る
よ
う
に
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
こ
こ
に
は
、
観
察
地
点
そ
の
も
の
が
記
録
差
の
要
因
と
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

9
‐
11
月
タ
イ
プ
に
モ
ズ
と
ユ
リ
カ
モ
メ
（
ミ
ヤ
コ
ド
リ
）
が
区
分
さ
れ
た
。
モ
ズ
は
較
差
が

57
（

324
‐

267
）
と
開
き
が
見
う
け
ら
れ
る
が
、
二
〇
一
二
年
の

324
を
除
く
と
通
日
値

270
前
後
と

安
定
し
て
お
り
初
鳴
き
日
の
確
認
に
変
動
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
ユ
リ
カ
モ
メ
は
鴨
川
の

出
町
柳
で
の
定
点
観
察
の
記
録
で
あ
り
、
較
差
20
（

323
‐

343
）
と
、

330
前
後
の
な
か
で
の
推
移

で
あ
り
や
は
り
大
き
な
変
動
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
た
だ
出
町
柳
で
見
て
い
る
か
ぎ
り
飛
来
数

が
減
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
は
い
る
。

次
い
で
両
生
類
の
ア
マ
ガ
エ
ル
の
合
唱
が
上
記
鳥
類
の
間
の
五
月
に
記
録
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
較
差
は
31
（

133
‐

164
）
で
あ
る
が
、
通
日
値

140
前
後
で
推
移
し
て
お
り
は
っ
き
り
と
し
た

変
動
と
は
い
い
き
れ
な
い
。
こ
こ
に
は
、
コ
メ
の
品
種
改
良
に
よ
り
こ
れ
ま
で
の
五
月
連
休

を
利
用
し
て
の
田
植
え
作
業
で
あ
っ
た
も
の
が
、
連
休
を
明
け
て
５
月
末
日
を
過
ぎ
て
も
水

田
に
は
田
植
え
が
さ
れ
て
い
な
い
光
景
が
目
に
つ
く
と
い
う
、
田
植
え
時
期
の
遅
延
が
影
響

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

[5] 

鳥
類
2
‐
3
月
タ
イ
プ
・
9
‐
11
月
タ
イ
プ
お
よ
び
両
生
類
5
月
タ
イ
プ
（
図
6
）

鳥
類
の
2
‐
3
月
タ
イ
プ
に
は
ウ
グ
イ
ス
と
ツ
バ
メ
が
区
分
さ
れ
た
。

ウ
グ
イ
ス
は
二
〇
〇
八
年
一
月
の
通
日
値
22
の
記
録
を
除
く
通
日
較
差
は
36
（
49
‐
85
）
と
幅

を
も
っ
て
は
い
る
が
、
連
年
僅
差
の
幅
を
も
ち
な
が
ら
徐
々
に
早
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
一
定

方
向
へ
の
変
動
を
感
じ
る
、
し
か
し
二
〇
一
八
年
に
再
び
十
年
前
の
通
日
値
に
も
ど
っ
て
お

り
、
ま
だ
即
断
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
西
垣
・
林
が
ウ
グ
イ
ス
の
初
鳴
き
観
察
に
は
「
土

地
利
用
の
変
化
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
」
と
の
指
摘
も
留
意
さ
れ
る
（17）
。

ツ
バ
メ
は
通
日
較
差
が
33
（
55
‐
88
）
と
や
や
幅
を
も
ち
つ
つ
5
〜
10
日
の
前
年
値
差
を
も
っ
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図5　昆虫　通日グラフ
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日
・
初
鳴
き
日
が
早
ま
っ
て
い
る
と
い
う
正
確
な
読
み
取
り
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ

は
、
満
開
の
期
間
が
少
な
く
と
も
1
週
間
前
後
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
満
開
日
か
ら
開

花
日
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
予
測
す
る
に
足
る
記
録
回
数
が
少
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。

 

　
し
か
し
な
が
ら
、
月
日
の
移
ろ
い
に
と
も
な
う
出
現
種
に
は
幾
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
を
見

出
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
マ
ン
サ
ク
満
開
の
次
は
ス
ギ
花
粉
が
ピ
ー
ク
と
な

り
次
い
で
シ
ダ
レ
ヤ
ナ
ギ
が
開
花
し
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
サ
ン
シ
ュ
ユ
が
満
開
と
な

り
、
次
に
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
満
開
と
な
る
こ
ろ
ケ
ヤ
キ
が
展
葉
し
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
満

開
を
迎
え
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
時
系
列
で
植
物
暦
を
示
す
こ
と
が
で
き
、
こ

れ
ら
の
現
象
は
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て
属
地
的
に
植
栽
計
画
を
正
確
に

提
示
で
き
る
こ
と
を
意
味
し
、
こ
こ
に
各
地
域
に
お
け
る
生
物
季
節
の
記
録
の
意
義
と

必
要
性
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
た
。

三
） 

同
一
種
の
記
録
を
み
る
と
、
経
年
の
通
日
値
の
較
差
が
数
日
の
ズ
レ
で
収
ま
る
も
の
は

少
な
く
、
十
日
以
上
の
幅
を
も
っ
て
変
動
し
て
い
る
種
の
方
が
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
た
。

と
い
う
こ
と
は
、
む
し
ろ
こ
の
位
の
幅
の
通
日
較
差
の
な
か
で
開
花
・
満
開
あ
る
い
は

初
見
・
初
鳴
き
が
変
動
す
る
こ
と
が
普
通
な
の
で
あ
り
、
こ
の
現
象
は
種
を
限
る
こ
と

な
く
共
通
し
た
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
生
き

物
に
関
す
る
デ
ー
タ
収
集
は
長
期
に
渡
る
記
録
観
測
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
示
し
て

い
た
。

四
） 

開
花
し
満
開
と
な
る
に
要
す
る
日
数
を
確
認
で
き
る
種
に
つ
い
て
記
し
て
み
る
。

 

ウ
メ
（
紅
梅
　
京
都
）
19
日
、
ミ
モ
ザ
（
大
山
崎
）
10
日
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
（
京
都
）
は
5
日
・
8

日
・
18
日
・
14
日
・
7
日
・
6
日
の
年
が
あ
っ
た
が
平
均
す
る
と
8.8
日
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
（
京
都
）
は
6
日
・
7
日
・
6
日
・
7
日
・
8
日
・
11
日
の
年
が
あ
り
平
均
7.5
日
、
コ

バ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
（
京
都
）
7
日
、
モ
チ
ツ
ツ
ジ
（
京
都
）
8
日
、
コ
ジ
イ
（
京
都
）
7

日
・
11
日
で
あ
り
平
均
9
日
、
セ
ン
ダ
ン
（
大
山
崎
町
）
4
日
、
ネ
ム
ノ
キ
（
大
山
崎
町
）
6

日
、
キ
ン
モ
ク
セ
イ
（
京
都
）
29
日
、
ロ
ウ
バ
イ
（
大
山
崎
町
）
17
日
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

ス
ギ
花
粉
の
飛
散
か
ら
ピ
ー
ク
に
至
る
期
間
（
京
都
）
は
、
27
日
・
15
日
と
記
録
は
2
回

と
少
な
い
が
平
均
21
日
で
あ
っ
た
。

 
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
な
ど
サ
ク
ラ
類
の
開
花
に
つ
い
て
、
小
池
ら
は
「
東
京
都
八
王
子
市
に

あ
る
多
摩
市
森
林
科
学
園
の
サ
ク
ラ
を
対
象
と
し
た
解
析
で
は
、
暖
か
い
年
に
は
開
花

し
て
い
る
期
間
が
長
く
な
り
、
寒
い
年
に
は
短
く
な
る
と
い
う
特
徴
が
さ
ま
ざ
ま
な
品

種
の
サ
ク
ラ
で
示
さ
れ
て
い
る
。」
と
報
告
し
て
い
る
（21）
。

総
括

一
） 

一
月
中
旬
か
ら
四
月
下
旬
そ
し
て
九
月
下
旬
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
は
植
物
の
記
録
、
四

月
か
ら
八
月
は
昆
虫
類
、
五
月
は
両
生
類
（
ア
マ
ガ
エ
ル
）、
そ
し
て
二
月
か
ら
三
月
お
よ

び
九
月
か
ら
十
一
月
が
鳥
類
と
い
う
、
知
ら
ず
し
ら
ず
季
節
を
代
表
す
る
生
き
物
の
記

録
観
察
と
な
っ
て
い
た
わ
け
で
、
ま
さ
に
四
季
折
々
登
場
す
る
生
物
季
節
暦
と
な
っ
て

い
た
。
観
察
コ
ー
ス
の
変
更
が
な
け
れ
ば
五
回
以
上
記
録
で
き
た
生
き
物
の
種
数
は
増

え
て
い
た
と
思
わ
れ
た
。

二
）
今
回
の
業
務
日
誌
の
生
き
物
の
記
録
デ
ー
タ
か
ら
は
開
花
日
・
満
開
日
あ
る
い
は
初
見
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図6　動物　通日グラフ
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ら
の
現
象
も
ま
た
、
論
者
に
と
っ
て
の
生
物
季
節
暦
の
な
か
の
重
要
な
記
録
項
目
と
な
っ
て

い
る
。
生
物
記
録
は
ど
う
し
て
も
植
物
の
観
察
と
く
に
花
卉
類
に
偏
り
が
ち
と
な
る
の
で
あ

る
が
、
四
季
の
移
ろ
い
に
生
活
季
節
や
農
事
季
節
の
観
察
を
加
え
る
こ
と
は
四
季
を
楽
し
み

味
わ
う
こ
と
を
付
加
助
長
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
あ
ら
た
め
て
痛
感
す
る
。
そ
れ
は
身

の
回
り
に
自
然
を
感
じ
取
る
こ
と
の
で
き
る
生
き
物
が
多
様
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
い
か

に
大
切
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
。

自
然
と
の
直
接
な
関
係
が
希
薄
化
し
自
然
と
の
距
離
が
あ
い
て
い
る
と
言
わ
れ
る
今
日
、
す

こ
し
で
も
自
然
の
営
み
を
肌
で
実
感
し
、
自
然
の
変
化
を
考
え
る
契
機
と
な
る
の
が
生
物
季

節
の
観
測
・
観
察
の
意
義
の
一
つ
と
思
う
。
そ
こ
か
ら
、
温
暖
化
を
考
え
何
が
自
分
に
で
き

る
こ
と
な
の
か
、
何
を
注
意
し
た
ら
よ
い
の
か
、
そ
ん
な
判
断
指
標
と
な
っ
て
ゆ
く
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
都
市
生
活
者
の
な
か
に
は
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
（
市
民
農
園
）
を
楽
し
ん
だ

り
、
地
方
へ
の
移
住
（
‐
を
検
討
）
す
る
人
々
が
出
て
き
て
い
る
。
そ
ん
な
動
き
も
実
は
自
然

と
の
直
接
の
や
り
と
り
を
希
求
す
る
行
動
の
現
れ
な
の
だ
と
感
じ
る
。
そ
こ
ま
で
で
き
な
い

人
も
、
生
物
季
節
の
記
録
を
と
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
家
族
・
子
供

と
と
も
に
機
会
が
あ
れ
ば
ヤ
マ
モ
モ
・
ナ
ツ
グ
ミ
の
実
、
チ
ガ
ヤ
・
ヨ
モ
ギ
な
ど
季
節
の
果

実
や
山
野
草
を
食
べ
て
み
た
り
し
て
ほ
し
い
。
徐
々
に
自
然
と
つ
き
あ
い
、
五
感
で
四
季
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
過
程
を
経
る
こ
と
で
地
球
温
暖

化
や
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
よ
る
生
き
物
へ
の
影
響
に
つ
い
て
関
心
が
も
て
る
よ
う
に
な
る

と
期
待
さ
れ
、
自
然
を
守
る
こ
と
や
人
も
自
然
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
実
感
す
る
一
歩
と
な

る
と
思
う
。
な
に
よ
り
、
日
々
時
間
に
追
わ
れ
る
な
か
、
生
き
物
に
目
を
向
け
意
識
す
る
こ

と
で
生
活
に
い
っ
と
き
の
余
裕
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
う
。

今
後
留
意
し
て
お
く
内
容
と
思
わ
れ
た
先
行
研
究
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

松
本
の
「
気
象
庁
で
行
わ
れ
て
い
る
植
物
季
節
観
測
は
、
最
近
の
観
測
業
務
の
簡
素
化
や

測
候
所
の
無
人
化
の
影
響
も
あ
り
、
縮
小
や
観
察
種
目
が
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
。
果
た
し

て
そ
れ
で
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
？
（
中
略
）。
一
方
植
物
季
節
観
測
は
、
身
近
な
地
域
の
環
境

を
安
価
で
わ
か
り
や
す
く
理
解
で
き
る
指
標
で
、
広
く
一
般
に
応
用
で
き
、
環
境
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
や
環
境
教
育
の
教
材
と
し
て
有
効
と
な
り
う
る
。
例
え
ば
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
開
花
は
国

民
の
関
心
事
で
も
あ
る
の
で
、
市
民
レ
ベ
ル
や
N
P
O
活
動
で
開
花
日
の
観
察
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
つ
く
る
こ
と
も
有
効
で
あ
る
。
そ
の
方
法
の
一
つ
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
全

国
規
模
で
の
調
査
活
動
や
、
海
外
と
の
連
携
も
可
能
で
あ
ろ
う
。」
と
の
指
摘
は
重
要
な
意
味

五
）
昆
虫
で
は
初
見
日
・
初
鳴
き
日
か
ら
確
認
さ
れ
た
最
終
日
ま
で
の
日
数
を
み
る
と
、
ホ

タ
ル
40
日
・
18
日
・
12
日
・
20
日
と
幅
が
あ
り
平
均

22.5
日
間
で
あ
っ
た
。
ク
マ
ゼ
ミ
49

日
・
63
日
で
平
均
56
日
間
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
ミ
ン
ミ
ン
ゼ
ミ
32
日
、
ツ
ク
ツ
ク

ボ
ウ
シ
は
54
日
・
46
日
・
19
日
と
幅
が
み
ら
れ
平
均

39.7
日
間
で
あ
っ
た
。

六
）
開
花
日
・
満
開
日
・
初
見
日
・
初
鳴
き
日
の
通
日
値
の
大
小
を
比
較
し
、
最
小
値
（
記
録

日
が
早
い
）
が
最
大
値
（
記
録
日
が
遅
い
）
よ
り
二
〇
一
八
年
値
に
近
い
種
、
す
な
わ
ち
出
現

が
早
く
な
っ
て
い
る
種
を
見
る
と
、
植
物
で
は
サ
ン
シ
ュ
ユ
・
シ
ダ
レ
ヤ
ナ
ギ
・
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
・
ハ
ナ
ズ
オ
ウ
・
エ
ノ
キ
・
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
・
ク
ロ
バ
イ
・
キ
ン
モ
ク
セ

イ
・
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
の
九
種
、
昆
虫
の
ハ
ル
ゼ
ミ
・
ク
マ
ゼ
ミ
・
ヒ
グ
ラ
シ
の
三
種
、
そ

し
て
鳥
類
の
モ
ズ
一
種
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
中
で
十
年
以
上
間
隔
が
あ
い

て
い
た
も
の
は
植
物
で
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
と
昆
虫
で
は
ハ
ル
ゼ
ミ
・
ク
マ
ゼ
ミ
の
三
種

に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
あ
る
年
に
前
年
よ
り
早
く
（
遅
く
）
観
察
さ

れ
た
か
ら
と
い
っ
て
変
動
し
て
い
る
と
は
即
断
し
き
れ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考

え
た
。
か
つ
、
総
体
と
し
て
生
き
物
す
べ
て
で
開
花
や
初
見
・
初
鳴
き
な
ど
の
現
象
が

早
ま
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
も
な
さ
そ
う
で
あ
り
、
早
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
の
生

き
物
で
初
観
察
日
の
変
動
が
大
き
い
傾
向
が
読
み
取
ら
れ
た
。

記
録
し
て
き
た
生
き
物
の
種
を
一
瞥
し
て
、
論
者
の
特
定
の
種
へ
の
愛
着
で
あ
っ
た
り
嗜

好
（
好
き
嫌
い
）
で
あ
っ
た
り
が
反
映
し
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
確
認

は
し
て
い
る
の
だ
が
年
に
よ
っ
て
記
録
し
て
い
た
り
い
な
か
っ
た
り
す
る
種
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
・
ラ
イ
ラ
ッ
ク
・
ヒ
サ
カ
キ
（
臭
い
）・

ム
ラ
サ
キ
ヤ
シ
オ
・
キ
ョ
ウ
チ
ク
ト
ウ
・
サ
ル
ス
ベ
リ
・
ノ
バ
ラ
な
ど
、
そ
し
て
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
な
ど
一
部
を
除
く
多
く
の
園
芸
植
物
が
そ
う
で
あ
る
。
一
方
で
、
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
・

ク
ロ
バ
イ
・
セ
ン
ダ
ン
と
い
っ
た
地
域
性
を
示
す
種
の
記
録
は
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
今
回
の
論
考
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
記
録
現
象
と
し
て
、
タ
ケ
ノ
コ
（
掘
り
）・

ナ
ツ
グ
ミ
・
ビ
ワ
・
キ
イ
チ
ゴ
・
ニ
ワ
ウ
メ
・
ヤ
マ
グ
ワ
・
ナ
ワ
シ
ロ
イ
チ
ゴ
・
ヤ
マ
モ
モ
・

ヤ
マ
ボ
ウ
シ
・
カ
キ
・
シ
イ
・
ヤ
マ
グ
リ
な
ど
そ
し
て
草
本
類
で
は
ヨ
モ
ギ
（
摘
み
）・
ヤ
マ

ウ
ド
・
チ
ガ
ヤ
な
ど
、
こ
れ
ら
を
食
し
た
日
の
記
録
も
し
て
い
る
（
ち
な
み
に
、
論
者
は
息
子
が
幼

児
期
よ
り
共
に
こ
れ
ら
を
採
取
し
食
し
伝
承
し
て
い
る
）。
加
え
て
業
務
日
誌
に
は
、
積
雪
、
春
の
嵐
（
春

一
番
）、
黄
砂
、
川
床
（
設
置
）、
田
植
え
、
梅
雨
明
け
、
梅
雨
入
り
、
扇
風
機
、
竹
林
管
理
（
ワ

ラ
敷
き
・
土
敷
き
）、
炬
燵
、
初
氷
な
ど
生
活
季
節
と
し
て
の
現
象
の
記
録
も
し
て
い
る
。
こ
れ
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こ
に
記
録
さ
れ
て
い
た
生
き
物
の
種
を
気
象
庁
が
観
測
種
目
と
し
て
い
る
指
定
種
目
と
照

ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
植
物
で
は
ウ
メ
・
タ
ン
ポ
ポ
・
サ
ク
ラ
（
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
）・
ヤ
マ

ツ
ツ
ジ
・
ノ
ダ
フ
ジ
・
ア
ジ
サ
イ
・
イ
チ
ョ
ウ
・
カ
エ
デ
、
動
物
で
は
ヒ
バ
リ
・
ウ
グ
イ

ス
・
ツ
バ
メ
・
シ
オ
カ
ラ
ト
ン
ボ
・
ホ
タ
ル
・
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
・
ヒ
グ
ラ
シ
・
モ
ズ
と
な
っ
て

い
た
。
選
択
種
目
で
は
植
物
の
ス
イ
セ
ン
・
ス
ミ
レ
・
シ
ダ
レ
ヤ
ナ
ギ
・
モ
モ
・
キ
リ
・

キ
キ
ョ
ウ
・
ヤ
マ
ユ
リ
・
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
で
あ
り
、
動
物
の
ニ
ホ
ン
ア
マ
ガ
エ
ル
・
ア
オ
ダ

イ
シ
ョ
ウ
・
ハ
ル
ゼ
ミ
・
エ
ン
マ
コ
オ
ロ
ギ
・
ツ
ク
ツ
ク
ボ
ウ
シ
・
ミ
ン
ミ
ン
ゼ
ミ
・
ニ

イ
ニ
イ
ゼ
ミ
と
、
多
く
の
種
で
一
致
し
記
録
し
て
い
た
。
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節
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六
九
年
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中
原
は
生
物
季
節
暦
を
作
成
し
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
京
都
・
横
浜
・
東
京
の
生
物
季

節
現
象
に
つ
い
て
記
し
て
み
る
。

 

ウ
グ
イ
ス
初
鳴
き
（
京
都
―
・
横
浜
65
・
東
京
―
）、
ウ
メ
開
花
（
京
都
50
・
横
浜
36
・
東
京
16
）、
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
開
花
―
満
開 （
京
都
92
‐
98
・
横
浜
87
‐
96
・
東
京
88
‐
96
）、
ノ
ダ
フ
ジ
開
花 （
京
都

109
・
横
浜

126
・
東
京
―
）、
ツ
バ
メ
初
見
（
京
都
63
・
横
浜

100
・
東
京

107
）、
ホ
タ
ル
初
見
（
京
都

162
・

横
浜
―
・
東
京
―
）、
ア
ジ
サ
イ
開
花
（
京
都

160
・
横
浜
―
・
東
京

161
）、
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
初
鳴
き
（
京

都
206
・
横
浜

207
・
東
京

203
）、
モ
ズ
初
鳴
き
（
京
都

280
・
横
浜

268
・
東
京
―
）　
P
三
十
二
〜
三
十
五

（6）
　
小
池
重
人
・
繁
田
真
由
美
・
樋
口
広
芳
「
日
本
各
地
の
サ
ク
ラ
の
開
花
時
期
」
地
球
環

境
17
（
1
）、
二
〇
一
二
年
、
P
十
五
〜
二
十

 

東
京
都
八
王
子
市
に
あ
る
多
摩
森
林
科
学
園
の
サ
ク
ラ
を
対
象
に
し
た
研
究
で
は
、
種
々

の
サ
ク
ラ
の
開
花
日
や
満
開
日
と
二
月
〜
四
月
の
平
均
気
温
と
に
有
意
な
相
関
が
認
め

ら
れ
て
い
る
。
開
花
日
で
は
、
気
温
１
℃
あ
た
り
3.9
日
〜
5.5
日
（
平
均
4.9
日
）、
満
開
日
で

は
、
気
温
１
℃
あ
た
り
3.4
日
〜
4.8
日
（
平
均
4.3
日
）
早
ま
っ
て
い
る
。（
中
略
）。
京
都
市
平

安
神
宮
の
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
の
開
花
日
は
十
年
あ
た
り
2.2
日
早
く
な
っ
て
お
り
、
気
温
は

十
年
あ
た
り
0.3
℃
上
昇
し
、
開
花
日
は
気
温
が
高
い
と
早
い
と
い
う
有
意
な
傾
向
を
示

を
も
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
（22）
。
今
回
の
記
録
種
で
い
う
と
ツ
バ
メ
に
関
し
て
で
あ
り
、
記

録
さ
れ
る
日
付
（
通
日
値
）
の
変
化
と
同
じ
く
個
体
数
が
減
っ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
公
益
財
団
法
人
日
本
野
鳥
の
会
や
環
境
省
に
よ
る
地
域
間
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
活
用
し
た
調
査
が
進
行
し
て
お
り
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（23）
。
吉
野
も
ま
た
こ

う
し
た
市
民
参
加
活
動
を
紹
介
し
つ
つ
、
さ
ら
に
地
球
温
暖
化
の
影
響
の
指
標
と
し
て
の
季

節
現
象
の
価
値
の
高
さ
を
示
し
た
上
で
、「
温
暖
化
の
影
響
で
個
体
数
が
減
少
す
る
場
合
が
あ

る
。（
中
略
）
森
林
の
林
床
植
物
に
も
起
こ
り
う
る
。
上
層
木
、
中
層
木
が
温
暖
化
で
よ
く
成

長
す
れ
ば
下
層
木
・
林
床
植
物
の
日
照
・
日
射
条
件
は
悪
く
な
り
、
生
活
条
件
が
悪
化
す
る

の
で
、
成
長
は
悪
く
な
る
場
合
が
起
こ
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
今
後
こ
の
よ
う
な
間
接
的
影
響

の
研
究
が
必
要
で
あ
る
。
P
九
〜
十
」
と
指
摘
し
て
い
る
（24）
。

も
う
一
つ
は
、
新
聞
報
道
の
内
容
で
あ
っ
て
、
植
物
の
開
花
が
早
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
で

行
事
を
行
う
主
催
者
が
気
を
も
ん
で
い
る
、
農
家
で
は
受
粉
作
業
を
逃
さ
な
い
た
め
日
程
の

段
取
り
や
パ
ー
ト
の
手
配
な
ど
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
と
の
報
道
で
あ
る
（25）
。
こ
れ
ら
な
ど

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
つ
な
が
る
利
点
を
活
か
し
、
松
本
が
指
摘
す
る
開
花
情
報
な
ど
全
国
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
張
る
こ
と
で
農
作
業
の
日
取
り
の
参
考
と
で
き
る
、
あ
る
い
は
吉
野
が
報
告

す
る
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
装
着
日
か
ら
除
雪
対
策
（26）
に
み
る
よ
う
に
、
生
物
季
節
や
生

活
季
節
の
観
察
に
よ
る
予
測
が
経
済
活
動
に
重
要
な
要
件
と
な
っ
て
ゆ
く
こ
と
を
あ
ら
た
め

て
感
じ
る
。

最
後
に
、
本
稿
冒
頭
で
示
し
た
よ
う
に
業
務
日
誌
は
一
九
八
〇
年
代
よ
り
記
し
て
き
て
い

て
、
一
九
九
六
年
ま
で
は
横
浜
に
居
住
し
て
い
た
。
今
回
は
日
誌
を
す
ぐ
に
取
り
出
せ
な
か

っ
た
こ
と
も
あ
り
一
九
九
三
年
ま
で
の
生
物
季
節
現
象
を
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

の
で
あ
る
が
、
一
九
九
三
年
か
ら
一
九
九
六
年
ま
で
の
横
浜
時
代
の
日
誌
は
確
認
で
き
た
の

で
、
備
忘
録
と
し
て
参
考
ま
で
に
記
し
て
お
き
た
い
。

＊
京
都
・
横
浜
と
い
う
地
理
的
違
い
の
差
が
植
物
の
記
録
種
の
違
い
と
な
っ
て
い
た
こ
と
。
そ

れ
は
自
生
種
で
の
記
録
種
の
違
い
で
多
く
、
園
芸
種
で
の
違
い
は
少
な
か
っ
た
こ
と
。
し

か
し
、
京
都
と
の
確
認
種
の
違
い
や
記
録
日
の
違
い
（
差
）
な
ど
、
お
も
い
の
ほ
か
以
上
に

場
所
（
地
域
）
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
。

＊
一
九
九
三
年
か
ら
の
横
浜
か
ら
の
記
録
と
す
る
と
、
植
物
は
木
本
七
十
六
種
・
草
本
三
十
二

種
、
動
物
は
昆
虫
二
十
二
種
・
鳥
類
四
種
・
は
虫
類
一
種
・
両
生
類
一
種
・
哺
乳
類
一
種
と

な
り
、
記
録
さ
れ
た
生
き
物
の
種
数
は
京
都
で
の
記
録
種
の
倍
以
上
と
な
っ
て
い
た
。
こ
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表4　各季節現象種目の発生日と、これより算出した各地及全国の生物季節暦　（5、中原孫吉作成の一部より）
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温
と
相
関
が
高
い
か
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
ウ
メ
に
つ
い
て
は
、
開
花
前
の
三
ヶ
月

の
月
平
均
気
温
と
、
サ
ク
ラ
に
つ
い
て
は
開
花
前
一
ヶ
月
の
月
平
均
気
温
と
相
関
が
最

も
高
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
P
九
十
二

（11）
　
前
掲
2
　
一
九
六
九
年
、
P
三

（12）
　
早
ま
る
桜
、
日
本
経
済
新
聞
二
〇
一
八
年
三
月
三
十
日
（
夕
刊
）

 

桜
の
季
節
が
年
々
早
ま
っ
て
い
る
。
今
年
は
大
阪
で
も
平
年
よ
り
十
日
早
く
満
開
を
迎

え
た
。
開
花
時
期
は
こ
の
半
世
紀
で
全
国
的
に
平
均
五
日
ほ
ど
早
く
な
っ
て
お
り
、
地

球
温
暖
化
が
一
因
と
み
ら
れ
る
。（
中
略
）。
桜
前
線
の
北
上
は
全
国
的
に
早
ま
っ
て
い

る
。
気
象
庁
の
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
と
、
大
阪
の
開
花
日
は
一
九
五
〇
年
代
の
平
均
三

月
三
十
日
か
ら
二
〇
一
〇
年
代
は
同
二
十
六
日
と
四
日
、
東
京
都
心
も
四
日
、
名
古
屋

は
六
日
、
福
岡
は
七
日
早
ま
り
、
満
開
日
も
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
だ
。
同
庁
担
当
者
に
よ

る
と
、「
全
国
的
に
十
年
で
１
日
早
く
な
っ
て
い
る
」
と
話
す
。
今
年
は
特
に
満
開
と
な

っ
た
の
が
早
く
、
大
阪
で
は
二
十
六
日
（
平
年
よ
り
十
日
早
い
）
に
、
京
都
で
は
二
十
八
日

（
同
八
日
）、
神
戸
で
は
二
十
九
日
（
同
七
日
）
だ
っ
た
。

（13）
　
前
掲
2
　
一
九
六
九
年
、
P
三
十
二

（14）
　
遊
磨
正
秀
・
生
田
和
正
『
ホ
タ
ル
と
サ
ケ
　
と
り
も
ど
す
自
然
の
シ
ン
ボ
ル
』
岩
波
書

店
、
二
〇
〇
〇
年
、
P
二
十
九
〜
三
十
、三
十
六

（15）
　
遊
磨
正
秀
『
ホ
タ
ル
の
水
、
人
の
水
』
新
評
論
、
一
九
九
三
年
、
P
百
三
十
七
〜

百
四
十
一

（16）
　
沼
田
英
治
『
ク
マ
ゼ
ミ
か
ら
温
暖
化
を
考
え
る
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
六
年
、
P

百
五
十
五

（17）
　
前
掲
9
　
二
〇
一
二
年
、
P
九
十
六

 

動
物
の
初
見
・
初
鳴
起
日
は
、
変
化
が
不
明
瞭
な
種
目
と
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
初
見
の
よ

う
に
明
瞭
に
遅
く
な
る
種
目
が
あ
っ
た
。（
中
略
）、
原
因
と
し
て
、
気
温
変
化
だ
け
で
な

く
都
市
化
に
よ
る
土
地
利
用
の
変
化
（
緑
地
や
水
田
の
減
少
な
ど
）
に
よ
っ
て
、
個
体
そ
の
も

の
の
数
が
減
り
、
発
見
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
た
め
初
見
日
が
遅
れ
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。（
中
略
）
こ
の
一
方
で
、
ウ
グ
イ
ス
や
ヒ
バ
リ
の
初
鳴
に
は
変
化
が
見
ら
れ
な

い
。
同
じ
鳥
類
で
は
あ
る
が
、
ツ
バ
メ
と
は
違
い
、
先
に
挙
げ
た
土
地
利
用
の
変
化
が

影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
（
P
九
十
六
）

（18）
　
吉
野
正
敏
「
季
節
感
・
季
節
観
と
季
節
学
の
歴
史
」
地
球
環
境
17
（
1
）、
二
〇
一
二
年
、

P
三
〜
十
四

す
。
P
十
六
－
十
七

（7）
　
松
本
太
「
都
市
の
高
温
化
が
植
物
季
節
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
：
埼
玉
県
熊
谷
市
を
事

例
と
し
て
」
地
球
環
境
17
（
1
）、
二
〇
一
二
年
、
P
五
十
一
〜
五
十
八

 

開
花
日
へ
の
影
響
を
与
え
る
の
は
日
平
均
気
温
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。（
中
略
）
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
の
開
花
日
の
分
布
は
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。（
中
略
）。
一
九
三
〇
年
〜
二
〇
一
〇
年
で
平
均
し
て
開
花
日
は
8.1
日
早
く
な
り
、
気

温
は
2.5
℃
上
昇
し
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
少
な
く
と
も
開
花
日
は
三
日
分
が
都
市
の
高

温
化
に
よ
る
早
ま
り
で
、
そ
の
気
温
上
昇
分
は0.63

℃
で
あ
る
と
見
積
も
ら
れ
る
。
P

五
十
四
〜
五
十
六

（8）
　
青
野
靖
之
「
植
物
季
節
の
長
期
変
化
と
気
候
変
化
」
地
球
環
境
17
（
1
）、
二
〇
一
二
年
、

P
二
十
一
〜
二
十
九

（9）
　
西
垣
知
恵
・
林
陽
生
「
近
年
に
お
け
る
春
の
生
物
季
節
の
変
化
」
地
球
環
境
17
（
1
）、

二
〇
一
二
年
、
P
九
十
七

 

生
物
季
節
と
気
温
の
関
係
に
お
い
て
注
意
す
べ
き
点
は
、
例
え
ば
サ
ク
ラ
の
開
花
に
代

表
さ
れ
る
種
目
で
は
、
冬
季
の
低
温
を
経
な
い
と
休
眠
打
破
が
行
わ
れ
ず
開
花
起
日
が

遅
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

 

さ
ら
に
次
の
点
に
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
生
物
季
節
の
起
日
は
人
口
の

多
い
地
域
で
観
察
さ
れ
る
結
果
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。（
中
略
）
従
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
地

球
温
暖
化
に
よ
る
気
温
上
昇
と
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
影
響
と
が
合
わ
さ
れ
た
結
果
と

と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
（
P
九
十
七
）

（10）
　
増
田
啓
子
・
吉
野
正
敏
・
朴
恵
淑
「
生
物
季
節
に
よ
る
温
暖
化
の
影
響
と
検
出
」
地
球

環
境
4
（
1
）、
一
九
九
九
年
、
Ｐ
九
十
一
〜
九
十
九

 

動
植
物
の
季
節
現
象
に
一
九
八
〇
年
に
入
っ
て
か
ら
異
常
が
目
立
ち
は
じ
め
た
。（
中
略
）。

気
候
を
評
価
す
る
方
法
の
一
つ
と
し
て
生
物
季
節
の
記
録
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
植
物

の
発
芽
や
開
花
が
早
ま
っ
た
り
、
黄
葉
・
紅
葉
や
落
葉
が
遅
く
な
っ
た
り
、
動
物
の
初

鳴
き
や
初
見
が
異
常
に
早
か
っ
た
り
、
全
く
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
こ
れ
ら
の
遅
速

が
指
標
と
な
り
う
る
。（
中
略
）。
一
九
九
八
年
の
一
年
は
観
測
史
上
最
高
の
暖
か
い
年
と

な
り
（
中
略
）、
わ
が
国
の
全
国
平
均
の
気
温
は
1.3
℃
も
平
年
よ
り
高
温
な
年
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
サ
ク
ラ
の
開
花
は
全
国
的
に
一
週
間
か
ら
十
日
も
早
く
、
多
く
の
生
物
季

節
現
象
に
大
き
な
変
化
が
現
れ
た
。
P
九
十
一

 

温
暖
化
が
そ
れ
ぞ
れ
の
植
物
季
節
（
開
花
・
発
芽
・
紅
葉
・
落
葉
日
）
と
何
ヶ
月
前
ま
で
の
気
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最
近
は
農
業
生
産
活
動
、
都
市
に
お
け
る
開
花
・
紅
葉
調
査
な
ど
の
市
民
活
動
、
観
光

資
源
、
商
品
の
販
売
な
ど
に
季
節
現
象
が
取
り
い
れ
ら
れ
て
い
る
。
季
節
学
の
い
わ
ゆ

る
応
用
面
で
、
こ
れ
ら
に
関
し
て
も
触
れ
た
い
。
最
近
の
重
要
な
関
心
事
と
し
て
地
球

温
暖
化
の
影
響
が
あ
る
が
、
そ
の
指
標
と
し
て
の
季
節
現
象
の
価
値
は
高
い
。
P
三

 
地
球
温
暖
化
の
直
接
影
響
と
間
接
影
響
の
項
で
、
ツ
バ
メ
の
渡
来
日
は
名
古
屋
で
最
近

の
五
十
二
年
間
に
約
十
九
日
早
く
な
っ
て
い
る
。（
中
略
）。
ア
ジ
サ
イ
の
開
花
日
の
分
析

で
も
温
暖
化
の
直
接
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。
Ｐ
九

（19）
　
前
掲
9
、二
〇
一
二
年
、
P
九
十
六
〜
九
十
八

 

動
物
種
目
の
な
か
で
も
ツ
バ
メ
の
初
見
は
明
瞭
に
早
期
化
し
て
お
り
、
初
見
起
日
が
ほ

ぼ
六
日
早
ま
り （
P
九
十
六
）

（20）
　
前
掲
2
　
一
九
六
九
年
、
P
三
十
二

（21）
　
前
掲
6
　
二
〇
一
二
年
、
P
十
八

（22）
　
前
掲
7
　
二
〇
一
二
年
、
P
五
十
七
　

（23）
　
公
益
財
団
法
人
日
本
野
鳥
の
会
　
ツ
バ
メ
の
現
状

　
　 https://www.wbsj.org/nature/research/tsubam
e/decrease.htm

l

（24）
　
前
掲
18
、
二
〇
一
二
年
、
P
九
〜
十

（25）
　
咲
き
急
ぐ
花
　
焦
る
観
光
地
、
日
本
経
済
新
聞
二
〇
一
八
年
四
月
十
六
日
（
夕
刊
）

 

花
博
記
念
公
園
鶴
見
緑
地
（
大
阪
市
鶴
見
区
）。
毎
年
四
月
中
旬
は
約
二
万
本
の
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
が
咲
き
誇
る
光
景
を
目
当
て
に
多
く
の
人
が
訪
れ
る
が
、
今
年
は
例
年
よ
り
十
日

か
ら
二
週
間
早
い
三
月
中
旬
に
開
花
し
、
四
月
初
旬
に
は
花
が
咲
き
終
わ
り
落
ち
て
し

ま
っ
た
。（
中
略
）。
約
百
種
、
三
〇
〇
〇
株
の
ツ
ツ
ジ
が
咲
き
誇
る
根
津
神
社
（
東
京
・
文

教
）
で
は
（
中
略
）
例
年
四
月
中
旬
に
開
花
す
る
が
、
今
年
は
七
〜
十
日
ほ
ど
早
く
開
花
。

（
中
略
）。
暖
か
い
春
の
影
響
は
農
業
に
も
及
ん
で
い
る
。
甲
府
市
の
（
中
略
）
モ
モ
農
園
は

八
日
に
雌
花
へ
の
授
粉
作
業
を
し
た
。
今
年
は
花
の
開
花
が
昨
年
よ
り
も
七
〜
十
日
早

ま
っ
た
た
め
、
急
き
ょ
パ
ー
ト
を
雇
っ
た
と
い
う
。

（26）
　
前
掲
18
　
二
〇
一
二
年
、
P
十
一

 

空
中
写
真
・
衛
星
画
像
を
利
用
し
た
植
物
季
節
研
究
や
観
光
要
素
と
し
て
の
季
節
に
つ

い
て
触
れ
、
さ
ら
に
住
民
参
加
型
の
季
節
観
測
の
項
で
、
長
野
県
で
の
事
例
と
し
て
、
生

活
季
節
と
し
て
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
装
着
日
な
ど
、
新
し
い
項
目
と
し
て
注
目
さ
れ
、

除
雪
対
策
な
ど
、
地
方
自
治
体
の
予
算
編
成
に
も
役
立
つ
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
は
ま

ち
が
い
な
い
。


